西岡健夫著『市場・組織と経営倫理』(文民堂、1996年)を読む by 宮坂 純一
































2 .販売量 (q) の拡大






























































































第 3 章以下の章では，前述の 3 つの側面のなかの後者 2 つが企業の「利益獲得行動J として
まとめられ分析の対象とされている。西岡氏は，貨幣利益二価格(P) X販売量 (q) 一費用(c ), 
という公式に依拠し，企業の利益追求は P ， q , C の 3 つで考えることができる，との理解に









間本性一ーが濃厚に反映するという意味において J n人間の論理JJ に，そして「人間臭い行動
(関係財追求・ゲーム・時間埋めなど)が組織の全体目的にヨリ j慮過されたり， r組織の介在J
により創発・増幅されたりするという意味でJ n組織の論理JJ に従っておこなわれる， と。企







































































































































































































































に，何らかの「力 J r外圧J (→規制)，が必要になってくるのではないか。これが評者の現在の
見方であり，ビジネス倫理と規制(特に，社会的規制)の関係をキチンとおさえておく必要が
あると思われる。だが本書では規制については余り言及されていないのであり，この点を，是
非，西岡氏にお聞きしたいと考える次第である。
以上評者の個人的疑問に限定された「評J となってしまった。このことは，あらためていう
までもなく，本書の価値を低めるものでもなく，また西岡氏の「具体的」提案が実践的に意味
をもっていないということを示すものでもない。事態は全く逆であり，本書によって評者が大
いに刺激され考えさせられ教えられた結果が今回の書評となったのであり，その意味でも，本
書が研究者以外の特に経済界に籍を置く多数の人々に幅広く読まれ現在の企業の在り方が少し
でも本書で提示された方向に変わることを切に望むものである。
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